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第1章
 

戦間期の日本経済
 1-1 転換期としての第一次世界大戦

1911.3

 
工場法制定

1913.2

 
大正政変

1914.7

 
第一次大戦勃発

1915.5

 
対華21カ条要求

1917.1

 
西原借款開始

.3

 
日本工業倶楽部設立

.9

 
金本位制停止

.-
 

労働運動活発化
1918.8

 
シベリア出兵

.8

 
米騒動

.9

 
原内閣成立

.11

 
休戦

1919.3

 
朝鮮3.1独立運動

1919.5

 
中国で5.4運動



シーメンス事件と大正政変

大正デモクラシーへの序曲
Haruhito Takeda

現代日本経済史2004

‡

‡

※図版･写真は武田晴人「帝国主義と民本主義」より引用
（左）東京大学 明治新聞雑誌文庫 所蔵

（右）日本近代史研究会提供



米騒動と政党内閣

米騒動 寺内正毅首相 原敬首相

現代日本経済史2004

Haruhito Takeda

※解説文は武田晴人「帝国主義と民本主義」より引用
寺内首相･原首相の画像は、著作権の保護期間が満了しているため

 

パブリックドメインで提供されています。（ウィキペディアより）

著作権処理の都合で、この場所に挿入されていた

「焼き打ちされた岡山精米所」

の写真を省略させていただきます。

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%91%E3%83%96%E3%83%AA%E3%83%83%E3%82%AF%E3%83%89%E3%83%A1%E3%82%A4%E3%83%B3


戦前名目GNPの構成
現代日本経済史2004

Haruhito Takeda岡崎哲二『工業化の軌跡』

 
p.15

 

より引用

‡



現代日本経済史2004

Haruhito Takeda

大戦期の国際収支

貿易収支 貿易外収支 正貨

輸出 輸入 差引 受取 支払 差引 保有高

1912 527 619 -92 237 185 52 350

1913 632 729 -97 297 189 108 376

1914 591 596 -5 187 199 -12 341

1915 708 532 176 255 250 5 516

1916 1,127 756 371 453 614 -161 714

1917 1,603 1,036 567 686 615 71 1,105

1918 1,962 1,668 294 953 896 57 1,588

1919 2,099 2,173 -74 1,212 745 467 2,045

1920 1,948 2,356 -408 1,364 1,169 195 2,178



債務国
 から

 債権国
 へ

現代日本経済史2004

安藤良雄編「近代日本経済史要覧第2版」（東京大学出版会）

 

p.100より

‡



現代日本経済史2004

Haruhito Takeda

1-1-1 大戦期の特殊性

①国際金融システムの崩壊
金本位停止下の固定レート→物価上昇

 の国際的波及
②船舶の不足
孤立化＝温室化と貿易外収支の好転

③欧州の軍需拡大＝輸出増加
④輸入の途絶＝国際競争の消滅



物価上昇
開戦 休戦

現代日本経済史2004

Haruhito Takeda

‡
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産業部門別利益
期間 1914年 15-16年 17-18年 19-20年
銀行 12.3 12.5 16.2 28.8
商事 19.6 61.0 90.6 36.9
紡績 14.4 30.5 62.8 76.0
製糖 13.3 25.1 27.0 41.9
製粉 11.2 19.5 38.9 56.8
鉱業 13.6 27.8 37.0 24.2

海運・造船 13.9 42.1 102.5 48.6
鉄鋼 18.6 18.2 40.2 8.0
肥料 11.1 27.1 44.7 38.7
電力 9.1 10.2 13.5 12.7
鉄道 7.1 7.9 11.2 13.3
平均 11.5 19.8 36.3 31.1



現代日本経済史2004

Haruhito Takeda

1-1-2 産業構造の高度化

輸入途絶・輸出拡大(③④)→内需増加
 →物価上昇(&①)

→企業業績の好転→投資の活発化←
 金利の低下(③④)

→国内産業構造の高度化

①国際金融システムの崩壊
②貿易外収支の好転

③欧州の軍需拡大＝輸出増加
④輸入の途絶＝国際競争の消滅



造船資本の企業数、資本金、建造量など、あらゆる指標で
造船業の急拡大が顕著

Haruhito Takeda
安藤良雄編「近代日本経済史要覧第2版」（東京大学出版会）

 

p.101より

‡ 現代日本経済史2004



造船業の発展とス
 トックボート

三菱長崎造船所

ストックボート

急拡大する船舶需要に対して、川崎造船所は
ストックボート(見込み生産による船舶)の建造

に乗り出し、生産期間の短縮による利益の拡大
を図る。

現代日本経済史2004

Haruhito Takeda
※解説文は武田晴人「帝国主義と民本主義」p.74

 

p.78より

著作権処理の都合で、この場所に挿入されていた

「ストック・ボート」

の写真を省略させていただきます。

著作権処理の都合で、この場所に挿入されていた

「1919年の長崎三菱造船所」

の写真を省略させていただきます。



造船業の発展は、材料としての鉄の需要の拡大に直結する。
その結果、民間鉄鋼業者が急成長し、官営八幡製鉄所の
マーケットシェアは大きく低下した。

現代日本経済史2004

Haruhito Takeda
安藤良雄編「近代日本経済史要覧第2版」（東京大学出版会）

 

p.101より

‡



脆弱な重工業生産
 力の制約

主要国の製鋼量・鋼材需要比較

「鉄はすこぶる高価だ」

Haruhito Takeda

現代日本経済史2004

※図版は武田晴人「帝国主義と民本主義」p.78～79より

‡



日米船鉄交換

アメリカの鉄の輸出

日本の船の輸出

現代日本経済史2004

Haruhito Takeda
安藤良雄編「近代日本経済史要覧第2版」（東京大学出版会）p.101,102より

‡
‡



現代日本経済史2004

Haruhito Takeda

企業の新設拡張

1914年 1919年 倍率

海運 19.3 195.5 10.1

鉱業 16.7 289.4 17.3

化学 14.6 249.3 17.1

造船 0.2 22.4 112

金属 1.3 44.7 34.4

紡績 1.7 260.2 153.1

織布 3.2 213.9 66.8

全企業 250.8 4,068.50 16.2

新設 117.1 2,680.50 22.9

拡張 133.7 1,388.00 10.4



企業の新設・拡張

海運→造船→鉄鋼を基軸
 とする重工業だけでなく、

 輸入途絶＝供給不足と価
 格の高騰の中で、一般的
 に事業拡張ブームが発生
 する。

•活発な企業の新設の中
 では、海運・工業・化学・
 金属が1918年まで目立ち、

•1919年になると紡績が急
 増する

Haruhito Takeda武田晴人「帝国主義と民本主義」p.72より

‡



産
 業
 構
 造
 の
 変
 化

現代日本経済史2004

Haruhito Takeda武田晴人「景気循環と経済政策」石井寛治ほか編「日本経済史」３巻

 

p.14

‡



第一次大戦と重化学工業化

第一次大戦期

戦時体制に向かう

 時期に匹敵する
産業構造の重化学

 工業化が進展

現代日本経済史2004

Haruhito Takeda岡崎哲二「工業化の軌跡」より

‡



第一次大戦ブームのメカニズム

①対外関係の変化

現代日本経済史2004

Haruhito Takeda武田晴人「景気循環と経済政策」 石井・原・武田編『日本経済史

 

３

 

両大戦間期』東京大学出版会、2002年



第一次大戦ブームのメカニズム

①対外関係の変化
②国内産業の発展

＝投資拡大の
メカニズム

↓

しかし、
その負の側面もある

現代日本経済史2004

Haruhito Takeda武田晴人「景気循環と経済政策」 石井・原・武田編『日本経済史

 

３

 

両大戦間期』東京大学出版会、2002年



現代日本経済史2004

Haruhito Takeda

1-1-3 投機的ブームの発生

金利の低下と物価の上昇、企業の好業
 績を背景とした株価の上昇

→投機ブームの基盤

しかし、異常な企業設立ブームの下で、
 投資にではなく投機に資金が向かった

 理由は何であったか。



物価上昇
開戦 休戦

現代日本経済史2004

Haruhito Takeda

‡



米騒動の勃発
現代日本経済史2004

Haruhito Takeda
武田晴人「帝国主義と民本主義」p.113

 

p.109

 

p.108より

著作権処理の都合で、この場所に挿入されていた

「米騒動関係の記事を削除して発行された
8月15日の『大阪朝日新聞』」

の写真を省略させていただきます。

著作権処理の都合で、この場所に挿入されていた

「名古屋の米騒動」

の図版を省略させていただきます。

著作権処理の都合で、この場所に挿入されていた

「焼き打ちされた岡山精米所」

の写真を省略させていただきます。



賃金上昇

現代日本経済史2004

Haruhito Takeda
安藤良雄編「近代日本経済史要覧第2版」（東京大学出版会）

 

p.101より

‡



物価と
 賃金の
 推移

賃金上昇の遅れ

実質賃金の低下

生活難からの不満
による争議増加

現代日本経済史2004

Haruhito Takeda
武田晴人「日本帝国主義の経済構造」より

‡



労働争議の増加

労働争議の増加によって
日本の産業・企業の労資関係は
重要な再編成を促される。

ただし、大戦期には労働争議に
よる損失をさけて、経営側は
妥協的に労働条件の改善に
応じる。
→賃金上昇

なぜならブーム下の企業は
高い利潤によって支払能力を
高めていた。

現代日本経済史2004

Haruhito Takeda
武田晴人「帝国主義と民本主義」p.127より

‡



実質賃金の動向

ただし、実質賃金の低下は、全般

 的な統計による観察とは異なり、統

 計によって異なっている。

機械工業(含む造船)などのブーム

 の先端を形成した特定産業賃金は

 大戦初期から上昇傾向を見せる。

←労働力不足による引き抜き
そのための賃金引き上げ

つまり、争議・組合活動という労働

 者の主体的な要因だけではなく、

 労働市場の急激な変化が賃金上

 昇の要因であった。

現代日本経済史2004

Haruhito Takeda
武田晴人「労資関係」大石嘉一郎編「日本帝国主義史」1巻

 

p.286

‡



高い
 

労働移動率

もともと高い移動率

大戦期には、
「移動」は
労働者の抵抗の一つ

企業の争奪戦が
これに拍車をかける

現代日本経済史2004

Haruhito Takeda
武田晴人「帝国主義と民本主義」p.128

‡



成金時代

現代日本経済史2004

Haruhito Takeda
武田晴人「帝国主義と民本主義」p.86

 

p.87

 

p.89より

著作権処理の都合で、この場所に挿入されていた

「成金職工」

の写真を省略させていただきます。

著作権処理の都合で、
この場所に挿入されていた

「内田信也」

の写真を省略させていただきます。

著作権処理の都合で、
この場所に挿入されていた

「成金時代」

の図版を省略させていただきます。



現代日本経済史2004

Haruhito Takeda

1-1-3 投機的ブームの発生

一方で、貿易の大幅黒字下の金融緩慢
 →正貨の不胎化政策による通貨供給抑
 制→物価上昇抑制

しかし、物価の抑制には成功せず。

正貨の不胎化政策とは
•金本位制の下では、輸出の超過に基づく外貨の取得は、中央銀行の

 発券準備の増加に直結し、通貨供給量が増加し、これが国内金融を緩

 慢にし、投機的な物価の上昇を招く危険がある。
•そのため、政府は中央銀行の外貨を財政剰余金で買い取って、発見準

 備からはずして通貨の収縮を図る政策をとった。これが不胎化政策と呼

 ばれる。
•このほか、政府は、連合国側の戦時国債(主としてロシア、イギリス、フ

 ランス)の引き受けを積極的に行うなどの対外投資によって、発券準備と

 なる正貨の増加を抑えようとした。
•のちに問題となる対中国投資＝「西原借款」もそうした対外投資の意味

 を持っていた。



現代日本経済史2004

Haruhito Takeda

1-1-3 投機的ブームの発生

一方で、貿易の大幅黒字下の金融緩慢
 →正貨の不胎化政策による通貨供給抑
 制→物価上昇抑制

しかし、物価の抑制には成功せず。

「投資の拡大を制約する条件」が存在
重工業の未熟による設備投資財の供

 給不足＝大戦ブームの限界、投機的な
 ブームを拡大



投機発生のメカニズム

強気の見通し、
 

①国際的な物価上昇、②為替の固定
→③激しい国内物価上昇

④企業利潤の上昇、⑤投資の制約

→「金余り」＝金融緩慢＝金利低下

投機の材料
 

企業業績の好転→株価の上昇
→株式投機

物価上昇→米・綿糸などの商品投機

現代日本経済史2004

Haruhito Takeda



第一次大戦ブームのメカニズム
現代日本経済史2004

Haruhito Takeda武田晴人「景気循環と経済政策」 石井・原・武田編『日本経済史

 

３

 

両大戦間期』東京大学出版会、2002年
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